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昨年の伝統芸能民俗まつり

万

引

き

防

止

対

策

地
域
一
番
行
政
の
実
現
木き

む
ら村 

純よ
し
あ
き章

（
志
民
た
か
さ
き
）

質
問　

多
胡
碑
記
念
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
収
蔵
物
の
増
加
、
受
付
不

在
時
の
事
務
室
の
対
応
や
ホ
ー
ル
の

拡
大
な
ど
諸
問
題
の
対
策
は
。

答
弁　

車
椅
子
利
用
の
方
は
職
員
が

付
き
添
っ
て
案
内
し
て
お
り
、
館
内

の
段
差
は
順
次
解
消
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
上こ

う
ず
け
さ
ん
ぴ

野
三
碑
の
レ
プ
リ
カ
を
展

示
す
る
な
ど
し
て
、
収
納
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
た
い
。
受
付
と
事
務
室
の

一
体
化
や
ホ
ー
ル
の
整
備
は
、
大
き

な
改
修
な
の
で
、
長
寿
命
化
を
図
る

工
事
等
の
中
で
研
究
し
た
い
。

質
問　

社
会
科
学
習
の
一
環
と
し
て
、

小
・
中
学
生
に
多
胡
碑
の
見
学
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
可
能
か
。

答
弁　

社
会
科
の
教
材
と
し
て
身
近

な
文
化
財
を
活
用
す
る
こ
と
は
意
義

が
あ
る
の
で
、
多
胡
碑
を
は
じ
め
市

内
の
歴
史
的
文
化
財
を
多
く
の
小
・

中
学
生
が
見
学
し
、
学
習
に
活
用
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
。

質
問　

高
速
バ
ス
優
先
シ
ス
テ
ム
の

内
容
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
計
画

で
効
果
に
結
び
つ
け
る
の
か
。

答
弁　

高
速
バ
ス
車
内
の
機
器
を
介

し
て
交
差
点
手
前
の
感
知
セ
ン
サ
ー

に
よ
り
信
号
機
を
変
動
さ
せ
、
優
先

的
な
走
行
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
計
画
で
は
市
中
心
部
の
ほ
か
、

高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
、
東
毛
広
域
幹
線
道
路
に
導
入

す
る
こ
と
で
、
高
速
バ
ス
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
て
集
客
を
高
め
た
い
。

質
問　

中
央
銀
座
商
店
街
ア
ー
ケ
ー

ド
再
生
に
向
け
た
今
後
の
方
向
性
は
。

答
弁　

有
志
の
若
年
職
員
に
よ
る
ア

ー
ケ
ー
ド
街
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
再
生
案
ほ
か
、
地
元
商
店
街

の
有
志
の
皆
さ
ん
、
高
崎
青
年
会
議

所
な
ど
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
案
を
も
と
に
、

先
進
事
例
に
な
る
よ
う
な
再
建
が
可

能
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
い
る
。

質
問　

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
利
用

率
、
利
用
状
況
は
。
ま
た
、
今
後
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁

平
成
25
年
度
の
利
用
率
は
72

・
４
％
で
音
楽
に
よ
る
利
用
が
最
も

多
い
。
ま
た
、
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

開
館
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
公
会

堂
と
し
て
の
利
用
活
性
化
、
お
も
て

な
し
機
能
の
拡
充
、
群
馬
音
楽
セ
ン

タ
ー
の
象
徴
と
な
る
事
業
、
イ
ベ
ン

ト
の
継
続
実
施
な
ど
、
現
行
の
利
用

形
態
を
踏
ま
え
、
市
民
に
使
い
や
す

い
も
の
に
し
た
い
。

質
問　

消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い

る
業
者
が
入
札
参
加
者
の
格
付
で
加

点
さ
れ
る
制
度
の
導
入
は
。

答
弁　

本
年
初
め
て
、
４
つ
の
事
業

所
に
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
が

交
付
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
消

防
団
員
を
雇
用
し
て
い
る
こ
と
や
消

防
団
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事

業
所
を
ど
う
評
価
す
る
か
、
今
後
、

検
討
を
進
め
た
い
。

質
問　

地
域
振
興
策
と
し
て
、
地
域

の
人
た
ち
の
や
る
気
を
起
こ
し
、
地

域
の
特
産
を
い
か
に
潤
わ
せ
る
か
が

大
事
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
各
地
域

の
特
徴
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

伝
統
民
俗
芸
能
ま
つ
り
な
ど

の
発
表
場
所
の
提
供
や
伝
統
芸
能
備

品
等
修
繕
費
補
助
事
業
を
創
設
し
助

成
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
支
援
を
行

い
、
人
材
の
育
成
も
進
め
て
い
る
。

地
域
の
行
事
や
お
祭
り
は
、
地
域
の

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、

将
来
に
継
承
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く

よ
う
引
き
続
き
支
援
し
た
い
。

質
問　

悪
い
こ
と
は
悪
い
と
言
う
指

導
が
大
切
と
考
え
る
が
、
本
市
で
の

小
中
学
生
へ
の
万
引
き
防
止
対
策
は
。

答
弁　

警
察
と
連
携
し
た
万
引
き
防

止
対
策
と
並
行
し
、
生
徒
指
導
や
道

徳
教
育
を
中
心
に
心
の
教
育
を
し
て

い
る
。
保
護
者
と
連
携
し
て
道
徳
教

育
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、

法
教
育
を
意
識
し
た
取
り
組
み
の
充

実
を
図
り
、
万
引
き
防
止
に
努
め
た

い
。

質
問　

高
齢
者
の
万
引
き
も
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
崎
警
察
署

管
内
に
お
け
る
年
齢
層
別
の
件
数
は
。

答
弁　

平
成
25
年
度
の
万
引
き
の
検

挙
数
は
、
14
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の
少

年
が
54
件
で
19
％
、
65
歳
未
満
の
成

人
が
１
３
４
件
で
46
％
、
65
歳
以
上

が
１
０
３
件
で
35
％
あ
り
、
こ
こ
数

年
、
高
齢
者
の
検
挙
数
が
少
年
を
上

回
っ
て
い
る
。

質
問　

上
野
三
碑
の
世
界
記
憶
遺
産

へ
の
登
録
実
現
に
向
け
た
官
民
一
体

の
取
り
組
み
計
画
は
。

答
弁　

県
が
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

価
値
の
検
証
や
調
査
研
究
を
し
て
い

る
。
本
市
に
も
協
力
要
請
が
あ
り
、

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
県
や
民
間
団
体
と
連
携
し
、

知
名
度
の
向
上
を
図
り
、
国
へ
の
働

き
か
け
な
ど
も
行
い
た
い
。

質
問　

多
胡
碑
周
辺
重
要
遺
跡
発
掘

調
査
の
経
過
と
今
後
の
計
画
は
。

答
弁　

発
掘
調
査
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
開
始
し
た
が
、
現
時
点
で
、
多

胡
郡ぐ

ん
が衙

に
結
び
つ
く
遺
構
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
調
査
期
間
は
、
郡
衙

遺
跡
の
範
囲
を
確
認
す
る
前
期
５
年

と
確
認
さ
れ
た
遺
跡
の
内
容
を
確
認

す
る
後
期
５
年
で
、
今
年
は
前
期
の

４
年
目
に
な
る
。
今
後
も
基
本
計
画

に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
。

質
問　

貯
水
槽
水
道
の
現
状
と
安
全

な
水
確
保
へ
の
水
道
局
の
役
割
は
。

答
弁　

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
し

て
い
る
貯
水
槽
は
２
３
５
１
件
あ
る
。

有
効
水
量
10
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
貯
水
槽
は
、
年
１
回
の
定
期
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
、
衛
生
上
の
問
題

が
あ
れ
ば
、
保
健
所
に
報
告
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
以
下
の
貯
水
槽
は
、
水

道
局
が
そ
の
適
正
な
管
理
指
導
、
助

言
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
、
貯
水
槽

水
道
の
安
全
な
水
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。

高
速
バ
ス
優
先
シ
ス
テ
ム

多
胡
碑
記
念
館
の
課
題
大お

お
た
け竹 

隆り
ゅ
う
い
ち一

（
新
風
会
）

貯
水
槽
水
道
の
適
正
管
理

上こ
う
ず
け
さ
ん
ぴ

野
三
碑
の
世
界
記
憶
遺
産
へ
の
登
録

橳ぬ
で
し
ま島 

道み

ち

お雄

（
新
風
会
）

消
防
団
活
動
協
力
業
者
へ
の
加
点
制
度

中
央
銀
座
ア
ー
ケ
ー
ド
、音
楽
セ
ン
タ
ー
の
今
後

時と

き

た田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
新
風
会
）

まめ知識
（P5参照） ここでは、高齢者や背の低い子どもたちにとって見やすいよう横断歩道の手前に設置した補助信号機のこと。●誘導システム

視覚障害者が安全に車道を横断できるよう横断歩道の中央部に敷設した点字ブロックのこと。●エスコートゾーン
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雇
用
確
保
へ
の
支
援

中
小
企
業
の
現
状
と
支
援
策
石い

し
か
わ川

　 

徹
と
お
る

（
新
風
会
）

児童虐待防止を啓発するオレンジリボンキャンペーン

踏
切
り
等
の
安
全
対
策

危
険
ド
ラ
ッ
グ
へ
の
対
策

高た
か
は
し橋 

美み

ゆ

き幸

（
公
明
党
）

質
問　

昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
消

防
団
等
充
実
強
化
法
に
伴
う
、
本
市

の
消
防
団
員
確
保
に
向
け
た
対
応
は
。

ま
た
、
団
員
の
資
格
制
度
は
。

答
弁　

法
の
施
行
に
よ
り
、
消
防
団

員
の
確
保
対
策
を
一
層
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
。
ま
た
、
現
場
指
揮
者

と
な
る
専
門
的
な
研
修
を
受
講
し
た

幹
部
の
資
格
制
度
と
と
も
に
、
一
般

団
員
の
技
術
や
能
力
を
公
認
す
る
制

度
も
研
究
し
た
い
。

質
問　

消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
と

の
連
携
は
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　

法
律
で
は
、
一
定
の
訓
練
を

受
け
た
消
防
団
が
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
教
育
訓
練
に
指
導
的
な
役
割
を

担
う
と
し
て
い
る
。
今
後
、
消
防
団

へ
地
域
の
防
災
訓
練
参
加
の
呼
び
か

け
を
行
う
。
ま
た
、
法
律
の
趣
旨
を

十
分
理
解
し
た
上
で
、
消
防
団
、
自

主
防
災
組
織
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

地
域
防
災
計
画
を
修
正
し
た
い
。

質
問　

平
野
部
に
お
い
て
も
耕
作
さ

れ
て
い
な
い
農
地
が
点
在
し
て
い
る

が
、
耕
作
放
棄
地
解
消
の
方
策
は
。

答
弁　

耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
に
適

切
な
管
理
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

利
用
権
設
定
に
よ
る
農
地
の
貸
し
借

り
を
推
進
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ

ぞ
れ
個
別
に
違
っ
た
事
情
が
あ
る
た

め
、
そ
の
内
容
を
聞
き
な
が
ら
、
農

家
の
皆
様
の
事
情
に
可
能
な
限
り
沿

う
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　

法
人
市
民
税
の
う
ち
中
小
企

業
か
ら
の
税
収
額
は
。
ま
た
、
中
小

企
業
数
と
そ
の
推
移
、
割
合
は
。

答
弁　

中
小
企
業
か
ら
の
税
収
額
は

25
億
８
６
２
７
万
４
１
０
０
円
で
、

全
体
の
42
・
７
％
で
あ
る
。
事
業
所

数
は
平
成
22
年
度
が
９
５
６
８
法
人

で
、
25
年
度
は
９
６
５
０
法
人
で
あ

り
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
91
・
１

％
で
あ
る
。

質
問　

市
内
中
小
企
業
の
現
状
に
対

す
る
本
市
の
認
識
と
支
援
策
は
。

答
弁　

原
材
料
等
の
値
上
げ
や
消
費

税
の
増
税
等
に
よ
り
、
先
行
き
の
見

通
し
が
厳
し
く
、
景
気
回
復
を
実
感

で
き
て
い
な
い
。
支
援
策
と
し
て
、

ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成

制
度
の
創
設
や
さ
ま
ざ
ま
な
融
資
制

度
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
住
環
境
改

善
助
成
事
業
等
で
は
施
工
業
者
を
市

内
業
者
に
限
定
し
て
、
市
内
中
小
企

業
に
仕
事
が
回
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問　

本
市
の
中
小
企
業
及
び
小
規

模
事
業
所
の
雇
用
確
保
へ
の
支
援
策

と
商
工
団
体
へ
の
支
援
は
。

答
弁　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

の
加
入
や
高
齢
者
等
を
雇
用
し
た
事

業
主
に
対
し
て
、
掛
金
や
賃
金
の
一

部
を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
崎

産
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
訓
練
や
、
商
工
会

議
所
に
お
け
る
雇
用
確
保
等
の
経
営

上
の
相
談
等
の
活
動
に
対
し
て
支
援

し
て
い
る
。

質
問　

児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組

み
と
対
応
状
況
は
。

答
弁　

緊
急
の
場
合
に
備
え
24
時
間

電
話
を
設
置
し
、
誰
で
も
い
つ
で
も

相
談
や
虐
待
の
通
告
が
行
え
る
体
制

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
啓
発
活
動
と

し
て
、
11
月
の
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
に
合
わ
せ
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

障
害
者
福
祉
施
設
で
の
虐
待

を
非
正
規
職
員
が
通
報
し
、
雇
い
止

め
と
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。
隠
蔽
を

防
ぐ
た
め
に
も
指
導
監
査
の
役
割
が

重
要
で
あ
る
が
、
職
場
環
境
の
把
握
、

通
報
者
の
身
分
保
全
、
ま
た
、
非
正

規
職
員
等
の
割
合
は
。

答
弁　

通
報
を
理
由
に
不
利
益
な
取

り
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
は
、
法
令

に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
調
査
等
で
こ

の
よ
う
な
事
例
が
判
明
し
た
場
合
は
、

改
善
を
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ

ー
ト
・
非
正
規
職
員
は
全
体
の
３
割

か
ら
４
割
で
あ
る
。

質
問　

Ｄ
Ｖ
に
よ
り
避
難
し
た
場
合
、

学
校
、
生
活
保
護
、
児
童
手
当
、
ま

た
公
営
住
宅
の
入
居
優
先
権
の
運
用

は
。

答
弁　

避
難
先
の
通
学
区
の
学
校
に

通
え
、
生
活
保
護
の
受
給
も
可
能
で

あ
る
。
児
童
手
当
の
手
続
き
は
、
情

報
が
漏
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
、
手
続

き
は
県
を
経
由
し
て
い
る
。
ま
た
、

公
営
住
宅
の
優
先
入
居
は
、
一
定
の

条
件
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
弾
力
的

な
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
。

質
問　

危
険
ド
ラ
ッ
ク
に
関
す
る
認

識
を
深
め
る
た
め
、
全
中
学
生
に
意

識
調
査
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
含
め
た
薬

物
乱
用
防
止
に
関
し
、
今
後
、
更
な

る
意
識
の
高
揚
と
家
庭
へ
の
啓
発
を

図
り
、
中
学
生
期
に
し
っ
か
り
と
し

た
判
断
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

計
画
的
に
取
り
組
み
、
意
識
調
査
の

実
施
も
検
討
し
た
い
。

質
問　

和
田
多
中
踏
切
の
危
険
回
避

の
た
め
、
歩
道
整
備
の
考
え
は
。
ま

た
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
鉄
道
事
業

者
と
協
議
の
場
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
弁　

歩
道
整
備
は
、
現
場
が
非
常

に
狭
く
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
当
面
、

安
全
点
検
や
歩
行
者
通
行
帯
の
路
面

標
示
、
注
意
喚
起
の
表
示
等
の
対
策

を
実
施
し
た
い
。
Ｊ
Ｒ
と
は
毎
年
、

踏
切
道
改
善
促
進
協
議
会
で
協
議
し

て
い
る
が
、
和
田
多
中
踏
切
の
改
良

と
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
実
効
性
の

あ
る
改
良
方
法
を
協
議
し
た
い
。

質
問　

障
が
い
者
外
出
支
援
ト
イ
レ

マ
ッ
プ
作
成
の
考
え
は
。
ま
た
、
ま

ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
事

業
に
お
い
て
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
設

置
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
。

答
弁　

ト
イ
レ
マ
ッ
プ
は
、
「
ま
っ

ぷ
de
た
か
さ
き
」
に
追
加
す
る
な
ど

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。
現
状
の
助

成
事
業
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
改
修

工
事
に
対
応
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

よ
り
良
い
助
成
制
度
に
し
た
い
。

耕
作
放
棄
地
解
消
の
方
策

消
防
団
等
充
実
強
化
法
に
伴
う
対
応

林は
や
し

　 

恒つ
ね
よ
し徳

（
志
民
た
か
さ
き
）

Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
支
援

虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み
清き

よ
づ
か塚 

直な

お

み美

（
日
本
共
産
党
）

まめ知識 市が公共施設、医療機関、保健福祉情報などをホームページで提供する地図情報サービスのこと。●まっぷdeたかさき


